













































　不定冠詞とみなされる1 (un / une) を除くと， 『悪の華』で用いられている数形容詞は，2 (deux)
が19回で群を抜いて多く，これに1000 (mille)が9回，9 (neuf)と6 (six) の2回，3 (trois) と100 
(cent) が1回であり，それ以外の数形容詞は一度も用いられていない。ここで特徴的であると
思われるものは，6が「半年 (six mois)」の意で2回とも熟語的に用いられているように，2の





Nos deux cœurs seront deux vastes ﬂambeaux,
Qui réﬂéchiront leurs doubles lumières












　数形容詞9についても，うち1例は「私はお前を9度抱き締める黄泉の川ではない (Je ne suis 
pas le Styx pour t’embrasser neuf fois)」という神話の共通理解を前提としているものである。こ
れに対して3の用例「三又の絞首台 (gibet à trois branches)」ともう一つの9の用例「29スー（二
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ボードレール『悪の華』初版における付加形容詞の前置について　①





植民地生まれのひとに」では，「詩人の心」に「千の詩 (mille feux)」を芽吹かせるのである 6)。
　また，序数を示す形容詞は，通常のフランス語においても，名詞に前置されることもあれば，
後置されることもある。『悪の華』においては，「最初の (premier)」の用例として，前置が「最
初の誓い (premier serment)」として見られるほかは，「最後の (dernier)」の用例として，前置の
用例が詩句の中に3例「最後の秘跡 (derniers  sacrements)」, 「最後の喘ぎ (dernier râle)」 「最後の袋
(dernier sac)」あり，いまひとつは「反逆」詩篇の鑑の散文の中に，「最後のラテンの頽廃 (dernière 













「小さい (petit) 」「より小さい (moindre)」,「年老いた・古い (vieux)」「よい (bon)」「よりよい 




　まず，「墓のように大きな穴 (trous grands comme des tombeaux)」のように形容詞の後にそれ
－ 218 －
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えた高級娼婦 (courtisanes vieilles)」と「悪しき道 (chemin mauvais)」があげられるほかは，原則
として名詞に後置される形容詞とともに用いられている「不吉で大きな雲 (Un nuage funèbre et 
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ボードレール『悪の華』初版における付加形容詞の前置について　①
置では「清潔な」と全く意味の異なるpropreという形容詞であるが，これは「自分自身の噂 (sa 
propre rumeur)」および「自分自身の美徳 (sa propre vertu)」の２例しかない。
　あまり大きな意味の隔たりはないが，前置されると「真正な」後置されると「本当の」とい
う意味になるvraiについても，『悪の華』には「真の栄光の国 (vrai pays de gloire)」および「真
の王たち (les vrais rois.)」といった前置の２例があるのみである。
　また，「太った・大きい」という意味では原則として前置され，後置されると「妊娠している」
という意味になるgrosも『悪の華』では「大きな箪笥 (Un gros meuble)」と「不吉で大きな雲 (Un 
nuage funèbre et gros)」の２例しかない。
　さらに，これも前置と後置によってあまり大きな意味の隔たりのない jeune についても，「若
い娘たちdes jeunes filles」「若く巨大な女une jeune géante」「若い象un jeune éléphant」「お前の若
いからだTon jeune corps」「この若い骸骨ce jeune squelette」「その若い率直さ sa jeune candeur」「そ
の若い頭 sa jeune tête」「若い灌木 jeunes arbrisseaux」「若い巫女 la jeune prêtresse」と９つの前置
の用例があり，唯一の例外は上に見た「私は雨がちの国の王のよう，富裕で，しかし無力，若く，
けれどもとても年老いている（Je suis comme le roi d’un pays pluvieux, / Riche, mais impuissant, 





身体 ton noble corps」「お前の高貴な脚 (Tes nobles jambes)」「高貴な態度 (les nobles attitudes)」「愛
しき高貴なる大地 (aimable et noble terre)」の前置のみ５例である。
　さらに，前置されていると「不快な」という意味になり，後置されていると「不潔な」とい
う意味になる sale も，「不快な匂い (de sales parfums)」「不快な天井 (sale plafond)」「不快な抱擁
(sales caresse)」の３例があるのみである。いま一度の saleの用例は，カンマを隔てて前の詩行
末にある「古い寂れた空き香水瓶 (vieux ﬂacon désolé)」に構文上かかっていることが分かる，「縮
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「哀れな／貧しい (pauvre)」
前置11例　「この哀れな身体 (ces pauvres corps)」
「この哀れな瀕死の病人 (Ce pauvre agonisant)」
「哀れな男 (le pauvre homme)」
「哀れな死者たち (les pauvres morts)」
「哀れな土地 (une pauvre terre)」
「我が哀れなミューズよ (Ma pauvre muse)」





後置2例　 「貧しい放蕩者 (un débauché pauvre)」






同じように，前置されてはいるものの，「哀れな土地 (une pauvre terre)」の用例はむしろ，意味
的には「貧しい土地」を指しているようにも思われる。また，前置の用例のうち「我が哀れ
なミューズよ (Ma pauvre muse)」「哀れで孤独なわが魂よ (pauvre âme solitaire)」「哀れな天使よ
(Pauvre ange)」「哀れな姉妹よ (Pauvres sœurs)」「哀れな悪魔よ (pauvre diable)」「哀れなジャッカ
ルよ (pauvre chacal) 」の6例は頓呼法を形成しているということ，「哀れな土地」以外はすべて，
人間または生物に付加されているということも確認しておきたい。
「哀れな／悲しい (triste)」
前置7例　「私の哀れな夫 (mon triste mari)」
「哀れな病院 (triste hôpital)」
「私の哀れな不遇 (ma triste misère)」
「哀れな美しさ (la triste beauté)」 
「哀れな心 (le triste cœur)」
－ 220 －
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ボードレール『悪の華』初版における付加形容詞の前置について　①
「哀れな声 (la triste voix)」 
「私の哀れな脳髄 (mon triste cerveau)」
後置2例　「夜よりも悲しく暗いある昼間 (un jour noir plus triste que la nuit)」 
「この悲しく黒い島 (cette île triste et noire)」
　この形容詞は，前置されても後置されてもあまり大きな意味の隔たりはないが，後置の2例
にはいずれも，比較表現が伴われる （「夜よりも悲しく暗いある昼間 (un jour noir plus triste que 
la nuit)」 のケース）ことや，近代フランス語では本来後置が原則である色彩を表す形容詞とと







「聖ペテロ (Saint Pierre)」 
「聖なる軍団 (saintes Légions)」






軍団 (saintes Légions)」「聖なる真実 (la sainte Vérité)」「聖卓 (Sainte Table)」についても，聖書の
故事を踏まえての記述であり，普通名詞を修飾している「神聖な若さ (sainte jeunesse)」「聖な












後置2例のみ　「聖なる大道芸人たち (les jongleurs sacrés)」
「聖なる息子 (fils sacré)」 
「好奇心に満ちた (curieux)」
後置3例のみ　「好奇心に満ちた空 (le ciel curieux)」
「好奇心に満ちた行政官 (magistrats curieux)」
「好奇心に満ちた残酷な小人たち (des nains cruels et curieux)」
「単純な (simple)」
後置1例のみ　「単純な様子 (l’air simple)」
「呪われた (maudit)」  
後置6例のみ　「呪われた道具 (l’instrument maudit)」
「お前の呪われた隷属 (ton esclavage maudit)」
「その呪われた歯 (sa dent maudite)」同一詩句が２回反復
「これらの呪われた動物 (ces animaux maudits)」







前置6例　「この上なく最高に純粋な要素 (la meilleure et la plus pure essence)」
「純粋な光 (pure lumière)」
「純粋な神の飲み物 (une pure et divine liqueur)」
－ 222 －
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「唯一の純粋な精神 (purs Esprits seuls)」 
「純粋な鏡 (De purs miroirs)」 
「純粋なエーテル (un pur éther)」
後置2例　「あらゆる狼藉を免れた果実 (Fruits purs de tout outrage)」
「単なる肉欲 (la volupté pure)」
　この形容詞についても，前置の用例の方が多く，後置の用例でも，「「あらゆる狼藉を免れた
果実 (Fruits purs de tout outrage)」については，後続する連辞があるために必然的に後置となっ














で列をなして進んでゆく (Et d’anciens corbillards, sans tambours ni musique)」といった具合に，「旧
弊な・旧式の」という否定的な主観的価値判断の含まれた表現となっていることが分かる。ま
た，この形容詞の場合，後置されている方がむしろ好ましい意味で用いられているとみなすこ
ともできようが，うち2例はそれぞれ，「異教徒の (païens)」（「昔の悔恨 (remords anciens)」のケー
ス），「私のもの (miennes)」（「昔の苦しみ (douleurs anciennes)」のケース）と脚韻を構成し，韻
文特有の意味の連鎖と反響に貢献していることが分かる。
「いにしえの／古代の (antique)」
前置6例　「いにしえの娼婦 (une antique catin)」　     
「いにしえのパルミラ (l’antique Palmyre)」        
－ 224 －
富山大学人文学部紀要
5 － 225 －
ボードレール『悪の華』初版における付加形容詞の前置について　①
「いにしえの館 (les antiques manoirs)」
「いにしえの意識 (l’antique conscience)」
「いにしえのヴィーナス (l’antique Vénus)」
後置4例　「古代の偶像 (des idoles antiques)」    
「古代の音節 (des syllabes antiques)」   
「古代のスフィンクス (sphinx antique)」        








idoles antiques)」は「公の (publiques)」と，「古代の音節 (des syllabes antiques)」は「律動に満ち
た (rythmiques)」と，「古代のスフィンクス (sphinx antique)」  は「象徴的な (symbolique)」と，「古










前置9例　「貴女の愛しいからだ (ton cher corps)」 
「貴重な毒 (Cher poison)」 
「貴女の愛しいすすり泣き (Tes chers sanglots)」
「イポリットよ。愛しい心よ (Hippolyte, cher cœur)」 
「我が愛しい学者よ (mon cher savant)」
－ 224 －
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「その大切なセラファンたち (ses chers Séraphins) 」
「おお愛しき不遇なる者よ (ô cher déshérité)」
「愛しき無邪気な女よ (chère indolente)」
「愛しき女神よ (chère Déesse)」
後置3例　「私の最も大切な死者たち (mes morts les plus chers)」
「いとも貴重な思い出 (souvenir si cher)」





いるケースのうち，「私の最も大切な死者たち (mes morts les plus chers)」は最上級，「いとも大
切な思い出 (souvenir si cher)」は程度を表す副詞「いとも (si)」に伴われており，これらのケー
スは通常のフランス語でも形容詞の後置が可能なケースである。また，いずれの場合も詩句末
にこの形容詞が位置することになり，それぞれ，「私の最も大切な死者たち (mes morts les plus 








た献辞の中で，「我がいとも親愛なる，いとも尊敬すべき，師にして友人 (À MON TRÈS-CHER 
ET TRÈS-VÉNÉRÉ / MAÎTRE ET AMI)」と呼びかけたボードレールであれば，同様の呼びかけ，
すなわち頓呼法の中にその用例を見出すことは容易である。
「甘美な／柔らかい・甘い (doux)」
前置15例　「甘美な額の (au doux front)」
「その甘美な熱 (ses douces chaleurs)」同一表現が2例　
「甘美な微笑 (un doux souris)」
「甘美な匂い ( doux relent)」
－ 226 －
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「甘美な感謝 (un doux remercîment)」
「甘美な音 (doux bruit)」　
「愛らしく優しい女 (aimable et douce femme)」
「故郷の甘美な言葉 (Sa douce langue natale)」
「甘美な倦怠 (douces langueurs)」
「優しい雌驢馬 (une douce ânesse)
「甘美な墓 (une douce tombe)」
後置8例　 「秘密のように甘美な香り (Son parfum doux comme un secret)」
「海のように深く甘美なわが愛 (mon amour profond et doux comme la mer)」
「かくも甘美な貴女の心 (ton cœur si doux)」
「かくも甘美な香り (parfum si doux)」 
「恋文 (billets doux)」
「力強く優しい猫たち (Les chats puissants et doux)」




なしうる，「子供の肉のように新鮮な，オーボエのように甘美な香り (parfums frais comme des 
chairs d’enfants, / Doux comme les hautbois)」と「お前の不可思議な目 [中略 ] ／代わる代わる優
しく，甘美で残酷な (Ton œil mystérieux, [ … ] / Alternativement tendre, doux et cruel)」，そして「強





に甘美な香り (Son parfum doux comme un secret)」と「海のように深く甘美なわが愛 (mon amour 
profond et doux comme la mer)」の2例は接続詞「のように (comme)」に伴われた比較構文が
後続しており，「かくも甘美な貴女の心 (ton cœur si doux)」と「かくも甘美な香り (parfum si 
doux)」は程度を示す副詞「いとも (si)に伴われていて，「恋文 (billets doux)」はこのかたちで成
句なのであり，「力強く優しい猫たち (Les chats puissants et doux)」と「甘美で緩く遅い律動 (un 
－ 226 －
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の師 (un seul maître)」「唯一の望み (le seul espoir)の2例，後置は「無垢の存在そのもの (les purs 







　まず形容詞「素晴らしい／優れた (superbe)」については，前置が「素晴らしい宮廷服 (un 
superbe habit de cour)」および「素晴らしい幽霊 (le superbe fantôme)」の2例，後置は「卓越し
た残骸 (la carcasse superbe)」の1例のみで，もう1例の後置とみなせる例は，「太陽は，夕方，






前置6例　「最も悲惨な病 (les plus cruels maux)」
「その悲惨な病人 (ce cruel malade) 」
「その悲惨なくちづけ (ses cruels baisers)」 
「これら残忍な娘たち (ces cruelles filles)」
「これらの獰猛な食欲 (ces cruels appétits)」
「残忍で傷つけるチクタク音 (Un cruel et blessant tic-tac)」
後置5例　「残酷な太陽 (le soleil cruel)」
－ 228 －
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「お前の残酷な口 (ta bouche cruelle)」 
「容赦なく残酷な夏 (ête implacable et cruelle)」
「残酷で聞く耳を持たぬ魂 (âme cruelle et sourde)」
「残酷で物見高い小人たち (des nains cruels et curieux)」
後置の例外　「お前の神秘的な目 [中略 ] ／代わる代わる優しく，甘美で残酷な（Ton œil 





















「愛すべき優しい女 (aimable et douce femme)」
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「愛すべき夕べ (aimable soir)」
「愛すべき医者 (Aimable médecin)」 


















前置2例　「至高の微笑み (un suprême sourire)」
「至高のさよなら (les suprêmes adieux)」
後置2例　「至高の力強さ (puissances suprêmes)」 
「至高の牧草地 (la pâture suprême)」
　この二つの形容詞については用例も少なく，また前置されるか後置されるかで特に意味が異
なっている訳でもないが，前者にはゴーティエに宛てた献辞に「フランス文学の完璧な魔術














前置のみ4例　「そのひどい両眼 (ses terribles jeux)」
「夜のひどい食事 (un nocturne et terrible repas)」
「ひどい放蕩 (le terrible prodige)」
「ひどい楽しみごと (De terribles plaisirs)」 
「ぞっとする (hideux)」
前置のみ4例　「ぞっとする群れ (un hideux troupeau)」
「このぞっとする拷問 (ce hideux tourment)」








よだつ (affreux)」「悪い (vil)」「不吉な (sinistre)」「ばかげた (stupide)」には，前置の用例も後置
の用例も存在するが，「ある夜私は身の毛もよだつユダヤ女の傍らにいてUne nuit que j’étais 


























1）Maurice Grevisse et André Goosse, Le Bon Usage, 15e edition, De Boeck Université, 2011, p.427. 
2）ボード―レール『悪の華』からの引用は，Claude Pichois et Jacques Dupont, L’Atelier de Baudelaire 
: « Les Fleurs du Mal », Tome II, Honoré Champion, 2005. より行っている。1857 年の初版テクスト
は同書 981 頁から 1230 頁までに収められている。以下詩句の部分的な引用については，書面が煩瑣に
なるのを避けるため，いちいちページ数を記すのを避けた。ただし，詩節や散文部分など，必要がある
場合は同書のページ数のみを示している。
3）Émile Benveniste, Baudelaire, Lambert-Lucas, Limoges, 2011. 例えば 414 頁。「詩的言語はまずさま
ざまな存在について言おうとする。その特異さにおいてそれらを名指し，それらを示し，そしてそれら
を固有のものとして感じさせる (Le langage poétique veut / d’abord dire des êtres, les / nommer dans 
leur singularité / les présenter et les faire / sentir comme. uniques)」　  




6）100 と 1000 についてはバンヴェニストも何かを感知していたようで，草稿には，「1000 頻出，100　






8）これについても Grevisse の前掲書（p. 432）を参照のこと。




一考をようするようにも思われる。Jean Cohen, Structure du langage poétique, Flammarion, 1966. を
参照のこと。また，バンヴェニストもこの，形容詞の前置と後置の問題については注意を払っていた
ようである。前掲書 271 頁の草稿には，『悪の華』について，前置される形容詞（aimable, vils, riches, 
savant, antique, vieille, sourde, plaisant, piteux）と後置される形容詞 (répugnant, pauvre, clandestin, 
banal, infâme) の一覧表が示されている。もっともこの一覧表は網羅的なものではなく，おそらくバン
ヴェニストの耳に特徴的に感知されたものだけが記されているのではないかと思われる。
9）コーエンは前掲書 187 頁で，形容詞が例外的に前置されている「新鮮な香り (un frais parfum)」とい
う表現について，詩的言語としての 3 つの特性が指摘できるとしている。一つは，形容詞が例外的に前
置されているという特性であり，いまひとつは共感覚的な要素を持つ形容矛盾の特性，さらにもう一つ
は同一子音の反復とその対称性という特性である。小論では，このうち最後の音韻的特性についてあま
り詳述することができなかった。今後の論考においてこの点についてもさらに掘り下げて行きたい。
